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令和６年度 

第１回草津市情報化推進計画策定委員会 会議録 

■日時： 

 令和６年８月２２日（木）１０時００分～１０時４０分 

■場所： 

 草津市役所行４０１会議室（４階） （WEB会議） 

■出席委員： 

 石田委員、榎本委員、小郷原委員、鎌田委員、西原委員、西村委員、藤本委員 

■欠席委員： 

 大岡委員 

■事務局： 

 総合政策部：北相模理事、吉田ＤＸ戦略特別推進員 

 経営戦略課：岸課長、澤係長、石本主査 

 

■傍聴者： 

 なし 
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１．開会 

・委員７名の出席を確認 

・北相模理事あいさつ 

・委員の紹介 

・事務局の紹介 

 

２．委員長・副委員長の選任、職務代理者の指名 

・委員長・副委員長が委員の互選により以下のとおり選任 

委員長：西原委員 

副委員長：鎌田委員 

・委員長から職務代理者が指名 

職務代理者：小郷原委員 

・委員長、副委員長からそれぞれ挨拶 

 

３．諮問 

・橋川市長の代理として、総合政策部理事の北相模が、西原委員長へ草津市情報化推進計

画の策定について諮問 

 

４．議事 

西原委員長が議長として議事進行 

 

 ■（１）（仮称）草津市DX推進計画の策定方針について（資料４） 

事務局から 

【事務局】 

・資料４に沿って策定方針を説明。 

 

【委員】 

情報提供となるが、全国会議において国の動向に関する議論があり、地方公共団体における

人材育成をどう進めていくかということやデータ連携基盤の活用について話題にあがっていた。 
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【事務局】 

いただいた情報も踏まえて計画の素案を作成していく。 

 

【委員】 

未だに紙に手書きという手続きをやらなければならない場面で草津市に住んでいて不便を感

じる点として挙げられる。そのため、マイナンバーカードを利用するなどして、「行政手続のデジ

タル化」にはぜひ力を入れてほしい。  

市役所の立場からすると、内部事務の効率化が図られるような、「行政運営の効率化」に力を

入れたいものと思われるが、市民目線では、市民の利便性向上に期待する。 

  

【事務局】 

行政手続のデジタル化について、次期計画にもしっかり盛り込み作成していきたい。 

 

【委員】 

「オープンデータの活用・促進」について、現在、住んでいる地域では、公設の学童の受け入れ

状況が十分ではないので、オープンデータを活用して必要とされている地域に学童の施設を

作るなどして、働く女性の活躍の可能性を広げる取り組みをしてもらいたい。 

 

【委員】 

東京や大阪に住んでいたころと比べると草津市のデジタル化はまだ遅れている部分があると

感じる。デジタル化を進めることは良いと思うが、ICT に馴染んでいない高齢者等の市民がう

まくツールを使えない場面を目にするので、単にデジタル化するだけでなく、UI の向上も含め、

多くの対象者に利用してもらえるようなものを考えていってほしい。 

 

【委員】 

災害時の自治体の報道等で、市民だけでなく、対応する職員の疲弊という点も印象に残った。 

情報化というなかでも、BCP や、市民に正確な情報を伝えるというだけでなく、職員の負担を

軽減し、守るという観点からも、非常時にどうするかを事前に検討し、計画に入れるべきだと考

える。 

 

【委員】 

草津市の計画のなかでも多くの取組が組まれていると見受けられるが、総務省の補助事業に

おいても、地域デジタル基盤活用推進事業やデジタルデバイド解消の事業がある。相談をして

もらえれば、情報通信振興課から担当職員を草津市に派遣して話をしたいと考えている。 
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【委員】 

先に委員から話のあった、災害時の内容について、県においても能登半島地震を受けて計画

上の特出しで項目を起こすことを検討中である。防災に関しては、市だけでなく、県の内容を連

携し、市にも落とし込めればと考えている。 

 

■（２）（仮称）草津市DX推進計画の策定スケジュールについて（資料５） 

・資料５に沿って策定スケジュールを説明。 

 

■（３）その他意見 

【委員】 

情報化を取り巻く情勢の変化は早いため、現段階で計画期間である４年をカバーするような内

容とすることは難しいと考えられる。そのため、情勢に合わせて見直しができるような一文を次

期計画には盛り込んでおき、もし計画が、その時点での情勢にそぐわないものになった際にも、

計画にあるからと、雁字搦めになることのないようにする必要があるのではと考える。 

 

【事務局】 

委員の指摘のとおり、昨今の情報化の変化に対応できるよう、次期計画にも提案にあるような

一文を入れることも検討したい。 

 

５．その他 

（１）次回の日程について 

・10月頃に第２回の委員会開催を予定 

 

 

以上。 


